
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】水素ガスの発生を抑え、電池の漏液発生を防止

したアルカリ電池用電解液及び該電解液を用いたアルカ

リ電池を提供する。

【解決手段】電解液中にアルミニウムイオンを含有させ

る。その方法として、電解液にアルミニウム粉末、ある

いは水溶性アルミニウム化合物又はその溶液を添加し、

電解液中のアルミニウムのイオン濃度を５～２００ｐｐ

ｍとする。あるいは、アルミニウムイオンは負極活性物

質であるアルミニウム含有亜鉛合金粉末から電解液中に

溶出したものでも良い。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア ル ミ ニ ウ ム を 含 有 し 、 そ の イ オ ン 濃 度 が ５ ～ ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る ア ル
カ リ 電 池 用 電 解 液 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 ア ル ミ ニ ウ ム が 、 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 を 添 加 し た も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の ア ル カ リ 電
池 用 電 解 液 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ア ル ミ ニ ウ ム が 、 水 溶 性 ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 又 は そ の 溶 液 を 添 加 し た も の で あ る 請 求
項 １ 記 載 の ア ル カ リ 電 池 用 電 解 液 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 ア ル ミ ニ ウ ム が 、 負 極 活 物 質 で あ る ア ル ミ ニ ウ ム 含 有 亜 鉛 合 金 粉 末 か ら 溶 出 し た も の
で あ る 請 求 項 １ 記 載 の ア ル カ リ 電 池 用 電 解 液 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 電 解 液 を 用 い た ア ル カ リ 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ア ル カ リ 電 池 用 電 解 液 及 び 該 電 解 液 を 用 い た ア ル カ リ 電 池 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 、 ビ デ オ カ メ ラ や ヘ ッ ド フ ォ ン ス テ レ オ 等 の 電 子 機 器 の 小 型 化 が 進 め ら れ て い る 。 そ
の た め に 、 エ ネ ル ギ ー 密 度 の 大 き い 電 池 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 電 子 機 器 の 小 型 化 に 対 応 す る 電 池 と し て は 、 ア ル カ リ 溶 液 を 電 解 液 と す る ア ル
カ リ 電 池 が 使 用 さ れ て い る 。 こ の ア ル カ リ 電 池 に は 、 負 極 活 物 質 と し て 水 素 過 電 圧 が 高 く
、 比 較 的 廉 価 な 亜 鉛 又 は 亜 鉛 合 金 粉 末 を 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 電 解 液 と し て は 水 に 水 酸
化 カ リ ウ ム を ４ ０ 重 量 ％ 程 度 と な る よ う に 溶 解 し 、 さ ら に 局 部 電 池 の 形 成 に よ る 水 素 ガ ス
の 発 生 を 少 な く し 、 電 池 の 漏 液 を 防 止 す る た め 酸 化 亜 鉛 を 飽 和 状 態 ま で 溶 解 し た も の が 一
般 的 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 こ の よ う な ア ル カ リ 電 池 で は 、 負 極 活 物 質 で あ る 亜 鉛 又 は 亜 鉛 合 金 粉 末 を ゲ ル 化
剤 及 び 電 解 液 と 混 合 し て ゲ ル 状 負 極 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 負 極 活 物 質 と し て 用 い ら れ る 亜 鉛 又 は 亜 鉛 合 金 粉 末 に は 、 電 池 の 組 み 込 み 後 に 、
そ の 他 の 部 材 か ら 及 び 製 造 ま で の 経 路 に よ り 、 不 純 物 が 混 入 す る 。 ま た 、 同 様 に 電 解 液 中
に も 不 純 物 が 溶 出 し て く る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う に 、 負 極 活 物 質 や 電 解 液 中 に 不 純 物 が 混 入 し た 場 合 に は 、 亜 鉛 又 は 亜 鉛 合 金 粉 末
の ア ル カ リ 液 反 応 に よ り さ ら な る 腐 食 作 用 を 助 長 し 、 異 常 な 水 素 ガ ス 発 生 を 生 じ 、 ア ル カ
リ 電 池 に お け る 漏 液 発 生 の 原 因 と な る と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 水 素 ガ ス の 発 生 を 抑 え 、 電 池 の 漏 液 発 生 を 防 止 し た ア ル カ リ 電
池 用 電 解 液 及 び 該 電 解 液 を 用 い た ア ル カ リ 電 池 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 検 討 の 結 果 、 電 解 液 中 に 一 定 濃 度 の ア ル ミ ニ ウ ム を 含 有 さ せ る こ と に よ っ
て 、 上 記 目 的 が 達 成 し 得 る こ と を 知 見 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 上 記 知 見 に 基 づ き な さ れ た も の で 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 有 し 、 そ の イ オ ン 濃 度 が

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-14306 A 2004.1.15



５ ～ ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る ア ル カ リ 電 池 用 電 解 液 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 電 解 液 を 用 い た ア ル カ リ 電 池 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の ア ル カ リ 電 池 用 電 解 液 及 び 該 電 解 液 を 用 い た ア ル カ リ 電 池 に つ い て 詳 述 す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の ア ル カ リ 電 池 用 電 解 液 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 有 し 、 そ の イ オ ン 濃 度 は ５ ～ ２ ０ ０
ｐ ｐ ｍ 、 好 ま し く は １ ０ ～ １ ５ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 。 イ オ ン 濃 度 が ５ ｐ ｐ ｍ 未 満 で は 水 素 ガ ス
の 発 生 を 抑 え 、 電 池 の 漏 液 発 生 を 防 止 す る こ と が で き ず 、 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ を 超 え る と シ ョ ー
ト の 問 題 が 生 じ や す く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に 、 電 解 液 中 に 所 定 濃 度 の ア ル ミ ニ ウ ム を 含 有 さ せ る に は 、 下 記 （ １ ） ～ （ ３ ）
の 手 段 が 採 用 さ れ る 。
（ １ ） 電 解 液 中 に ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 を 添 加 す る 。
（ ２ ） 電 解 液 中 に 水 溶 性 ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 又 は そ の 水 溶 液 を 添 加 す る 。
（ ３ ） 負 極 活 物 質 で あ る 亜 鉛 合 金 粉 末 中 に ア ル ミ ニ ウ ム を 含 有 さ せ 、 電 解 液 中 に ア ル ミ ニ
ウ ム を 溶 出 さ せ る 。 こ の 場 合 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 溶 出 量 に 基 づ い て 亜 鉛 合 金 粉 末 中 の ア
ル ミ ニ ウ ム の 含 有 量 を 決 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う に し て 、 電 解 液 中 に 所 定 濃 度 の ア ル ミ ニ ウ ム を 含 有 さ せ る こ と が で き る 。 電 解 液
中 の ア ル ミ ニ ウ ム は 、 イ オ ン 化 の ま ま の 状 態 又 は 塩 の 状 態 で 存 在 す る 。 ま た 、 本 発 明 の 電
解 液 は 、 ４ ０ 重 量 ％ 程 度 の 水 酸 化 カ リ ウ ム 水 溶 液 に 酸 化 亜 鉛 を 飽 和 状 態 ま で 溶 解 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 本 発 明 の ア ル カ リ 電 池 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の ア ル カ リ 電 池 は 、 上 記 電 解 液 を
用 い た も の で あ り 、 そ の 他 は 従 来 の ア ル カ リ 電 池 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 本 発 明 の ア ル カ リ 電 池 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 １ は 正 極 缶 、
２ は 正 極 、 ３ は セ パ レ ー タ ー 、 ４ は 負 極 、 ５ は 負 極 集 電 体 、 ６ は 封 口 キ ャ ッ プ 、 ７ は ガ ス
ケ ッ ト 、 ８ は 負 極 端 子 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
同 図 に お い て 、 負 極 ４ は 、 負 極 活 物 質 と し て の 亜 鉛 又 は 亜 鉛 合 金 粉 末 と ア ル ミ ニ ウ ム を 一
定 濃 度 含 有 す る 上 記 電 解 液 を ゲ ル 化 剤 と 混 合 し て ゲ ル 状 負 極 と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ こ
で 用 い ら れ る ゲ ル 化 剤 は 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル
セ ル ロ ー ス 、 ア ル ギ ン 酸 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う な 本 発 明 の ア ル カ リ 電 池 に よ っ て 、 水 素 ガ ス 発 生 が 抑 え ら れ 、 電 池 の 漏 液 発 生 を
防 止 す る こ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 実 施 例 等 に 基 づ い て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
〔 実 施 例 １ 〕
所 定 の 合 金 組 成 と な る よ う に 、 合 金 溶 湯 を 作 成 し 、 こ れ を ア ト マ イ ズ す る こ と に よ っ て 、
ビ ス マ ス ０ ． ０ １ ３ 重 量 ％ 、 イ ン ジ ウ ム ０ ． ０ ５ ０ 重 量 ％ を 含 有 す る 亜 鉛 合 金 粉 末 を 得 た
。
【 ０ ０ ２ １ 】
電 解 液 と し て 濃 度 ４ ０ 重 量 ％ の 水 酸 化 カ リ ウ ム 水 溶 液 に 酸 化 亜 鉛 を 飽 和 さ せ た も の を 用 い
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、 こ れ に 対 し て ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン 濃 度 が ５ ０ ｐ ｐ ｍ と な る よ う に ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 を 添
加 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 亜 鉛 合 金 粉 末 及 び 電 解 液 を 用 い て 、 ガ ス 特 性 及 び 電 池 特 性 を 評 価 し た 。 ガ ス 特 性 と し
て は 、 上 記 電 解 液 ５ ｍ ｌ に 上 記 亜 鉛 合 金 粉 末 を １ ０ ｇ 浸 漬 し 、 ４ ５ ℃ で ３ 日 間 の ガ ス 発 生
速 度 （ μ ｌ ／ ｇ ・ ｄ ａ ｙ ） を 測 定 す る こ と に よ っ て 行 っ た 。 こ の 結 果 を 表 １ に 原 粉 ガ ス と
し て 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 亜 鉛 合 金 粉 末 を 負 極 と し 、 図 １ に 示 さ れ る ア ル カ リ マ ン ガ ン 電 池 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｌ Ｒ
６ 形 式 ） を 構 成 し 、 放 電 抵 抗 １ Ω で 連 続 放 電 を 行 い 、 終 止 （ Ｃ ｕ ｔ ） 電 圧 ０ ． ２ Ｖ と し 、
放 電 後 の ア ル カ リ マ ン ガ ン 電 池 を ６ ０ ℃ の 温 度 で ３ 日 間 保 存 し た 後 の ガ ス 発 生 量 の 測 定 を
行 な っ た 。 １ Ω 定 抵 抗 放 電 後 、 電 池 内 包 ガ ス 量 と し て 表 １ に 示 し た 。 ま た 、 電 池 特 性 と し
て は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｌ Ｒ ６ 形 式 と し た ア ル カ リ 電 池 を ２ ０ ℃ の 温 度 で ７ 日 間 保 存 し た 後 、 放
電 抵 抗 １ Ω で 連 続 放 電 を 行 い 、 電 圧 ０ ． ９ Ｖ に 至 る ま で の 放 電 持 続 時 間 の 測 定 を 行 っ た 。
結 果 を 表 １ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
〔 実 施 例 ２ 〕
ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン 濃 度 が ５ ０ ｐ ｐ ｍ と な る よ う に 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム を 添 加 し た 電 解 液
を 用 い た 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て ガ ス 特 性 及 び 電 池 特 性 の 評 価 を 行 っ た 。 結 果 を 表
１ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 実 施 例 ３ 〕
所 定 の 合 金 組 成 と な る よ う に 、 合 金 溶 湯 を 作 成 し 、 こ れ を ア ト マ イ ズ す る こ と に よ っ て 、
ビ ス マ ス ０ ． ０ １ ３ 重 量 ％ 、 イ ン ジ ウ ム ０ ． ０ ５ ０ 重 量 ％ 、 ア ル ミ ニ ウ ム ０ ． ０ ０ ８ 重 量
％ を 含 有 す る 亜 鉛 合 金 粉 末 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
電 解 液 と し て 濃 度 ４ ０ 重 量 ％ の 水 酸 化 カ リ ウ ム 水 溶 液 に 酸 化 亜 鉛 を 飽 和 さ せ た も の を 用 い
た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 例 １ と 同 様 に し て ガ ス 特 性 及 び 電 池 特 性 の 評 価 を 行 っ た 。 結 果 を 表 １ に 示 し た 。 な お
、 電 解 液 ５ ｍ ｌ に 亜 鉛 合 金 粉 末 を １ ０ ｇ 浸 漬 し た 時 の 電 解 液 中 の ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン 濃 度
は ５ ０ ｐ ｐ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
〔 比 較 例 １ 〕
電 解 液 と し て 濃 度 ４ ０ 重 量 ％ の 水 酸 化 カ リ ウ ム 水 溶 液 に 酸 化 亜 鉛 を 飽 和 さ せ た も の を 用 い
、 ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 を 添 加 さ せ な い 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て ガ ス 特 性 及 び 電 池 特 性
の 評 価 を 行 っ た 。 結 果 を 表 １ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 電 解 液 を 用 い る こ と に よ っ て 、 水 素 ガ ス の 発 生 を 抑 え 、 電 池 の 漏 液 発 生 を 防 止 し
た ア ル カ リ 電 池 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の ア ル カ リ 電 池 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 正 極 缶
２ ： 正 極
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３ ： セ パ レ ー タ ー
４ ： 負 極
５ ： 負 極 集 電 体
６ ： 封 口 キ ャ ッ プ
７ ： ガ ス ケ ッ ト
８ ： 負 極 端 子

【 図 １ 】
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